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会 議 名 令和８年度　第２回　匝瑳市地域公共交通活性化協議会

 
日 時 令和８年６月２９日（月）　９：５５～１０：５０

 
場 所 市民ふれあいセンター　２階会議室

 

出 席 者

【委員】 

（出席：１７名）　 

長田会長、藤井副会長、林（鉄）委員、林（雅）委員、梅田委員（代理出席：佐伯氏）、

田中委員、笹本委員、崎山委員、成田委員、高山委員、佐久間（祥）委員、佐久間（三）

委員、塚本委員、福浪委員、若林委員（代理出席：大上氏）、伊藤委員、河田委員（代理

出席：唐津氏） 

（欠席：４名） 

　江波戸委員、秦野委員、三瓶委員、木内委員 

【事務局】 

　匝瑳市環境生活課　岩瀬環境生活課長、市民協働班　椎名統括、米本主査

 

会 議 概 要

１　開会 

２　会長あいさつ 

３　議事 

(1)　地域間幹線系統確保維持計画（案）について 

　(2)　地域内フィーダー系統確保維持計画（案）について 

　４　報告 

(1)　デマンド型交通の利用状況について 

　５　その他 

６　閉会

 

会 議 資 料

資料１　　匝瑳市地域公共交通活性化協議会委員名簿 

資料２　　令和９年度匝瑳市地域公共交通計画　別紙（地域間幹線）(案) 

資料３　　地域公共交通計画認定申請書（案）  

資料４　　匝瑳市デマンド型交通利用者登録状況等報告書
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会議結果概要 

【議事】 

(1)　地域間幹線系統確保維持計画（案）について 

　 資料２について事務局から説明後、質疑応答 

 

(2)　地域内フィーダー系統確保維持計画（案）について 

　 資料３について事務局から説明後、質疑応答 

 会 長 ・　事務局の説明が終わりました。御意見、御質問等がございましたら、お願い

いたします。

 委 員 ・　車両について、どのくらいの年数が経過しているか、古ければ何年後に買替

えないといけないか、この辺の情報がございましたら補足して説明をいただけ

ないか。

 事 務 局 ・　年数については把握しておりませんので、事業者と協議し、年数の確認、補 

助金の活用等について協議していきたいと思います。

 委 員 ・　経営が厳しい中で、地域間幹線系統の補助を受けて、国と県から補助を受け 

て運行している。車両についても、減価償却をしながら、安全なバスを運行す 

るため、バス事業者は対応している。事務局の方でも今どのくらいの年数が経 

っていて、安全な運行に支障があるようなことが、事業者から相談があれば、 

事務局も相談にのって、ある程度計画的にあと何年後には買替えが必要である 

ことを協議会の場でも御報告いただきたい。老朽化によって、逆に経費がかか 

るようなこともあり、ご配慮いただければありがたい。

 会 長 ・　その他、御意見、御質問はございますか。それでは、御意見、御質問がない

ようでしたら、質疑を打ち切らせていただきます。本件につきましては、原案

のとおり決することに御異議ありませんか。

 委 員 一 同 ・　異議なし。

 会 長 ・　ありがとうございます。続いて、議事２に移ります。

 会 長 ・　事務局の説明が終わりました。御意見、御質問等がございましたら、お願い

いたします。

 委 員 ・　転入された市民の方、あるいは運転免許証を返納した方に交通のサービスを

どのように周知しているか。

 事 務 局 ・　免許の返納者につきましては、事前に市役所の方に免許返納を考えていると 

いうことで、窓口で相談又は電話が何回かありまして、その際には公共交通マ 

ップをお渡しして、循環バス、デマンド型交通、タクシー券の事業等を説明し 

ております。次に、転入者につきましては、イベント等で、免許の返納者と同 

じですが、公共交通マップを通じて、市内全域で運行している公共交通機関と 

事業についての説明を行っております。

 委 員 ・　計画は 5年間ですが、1年後にはまた次の計画が始まりますので、そうした 

意味で生の声というのは非常に重要ですが、その運行を担うバス事業者及びタ 

クシー事業者から何らかのご要望事項があれば、事務局の中でも意見を蓄積し 

ていただいて、市民の声とその運行を担う交通事業者との調整をお願いできれ 

ばと思います。
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【報告】 

(1)　デマンド型交通の利用状況について 

　 資料４について事務局から報告後、質疑応答 

 

 会 長 ・　その他、御意見、御質問はございますか。それでは、御意見、御質問がない

ようでしたら、質疑を打ち切らせていただきます。本件につきましては、原案

のとおり決することに御異議ありませんか。

 委 員 一 同 ・　異議なし。

 会 長 ・　ありがとうございます。続いて、報告１に移ります。

 会 長 ・　事務局の説明が終わりました。御意見、御質問等がございましたら、お願い

いたします。

 委 員 ・　利用者登録数の男性女性の割合は、女性が数字で明らかに多いというのが分

かりました。これが 75歳以上になった場合、男女の割合は、やはり全体と同じ

女性が多い形なのか、それとも 75 歳以上になると、男性の利用が多くなるの

か。もう一点、今年の令和 8年 1月に入っても、利用者登録を申し込んでいた

だける方がいらっしゃる。デマンド型交通もスタートしてから年月が経過して

いて、ご利用いただくこと自体は、ありがたいと思うのですが、こうした申し

込みの際に、今後の検討をする際にも有効だと思うのは、今までもずっと利用

者登録を申し込もうと思っていたけど、ここに来て何でやるのか。例えば免許

証の返納をしたからなのか、転入されたからなのか、色々なことがあると思う

のですが、こうした申し込みの申請の際に、どういう方々が大変年月が経って

いる中で、新たに登録されたのか。この辺の情報を取られているかどうか、こ

の二点についてお伺いします。

 事 務 局 ・　まず一点目ですが、75 歳以上の男女比について、詳細な数値等の資料は用意

しておりませんが、全体の利用者登録数の男女比とほぼ同じ比率（全体は、男 

1：女 2.5、75 歳以上は、男 1：女 3.1）です。次に二点目の登録の理由につき

ましては、最近の 3月と 4月で多かったのは、現在使っている方から聞いた方

で、新たに登録する方が多いです。さらに登録の理由は、親族が送り迎えでき

ない時、片道の行き又は帰り、どちらかでも利用できればと申し込む方が一番

多かったです。また、バスの時間が合わない、タクシーが取れない時とおっし

ゃっていた方もいました。

 委 員 ・　年齢が 75 歳以上になっても、男女比が変わらないということですね。よく分

かりました。それと既に利用している方から便利だよという口コミで伝わった

のが登録のきっかけだということが、もう令和 5年 4年から 4年目にまだそう

いう方がいることは、まだまだ周知について、こうしたサービスが知られてい

ないことが分かります。そして、今年はアンケート実施はないですが、計画を

実行しながら、新たな周知方法について、是非ご検討いただければ、大変あり

がたいと思います。

 会 長 ・　その他、御意見、御質問はございますか。それでは、御意見、御質問がない

ようでしたら、質疑を打ち切らせていただきます。続いて、その他に移ります。
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【その他】 

 会 長 ・　その他、皆様から御意見、御質問等がございましたら、お願いいたします。

 事 務 局 ・　次回協議会のスケジュールと内容についての確認。 

・　今年度に予定している事業を行うにあたり、関係事業者の御協力の依頼。

 委 員 ・　千葉県では今年度も予算を計上していただいて、バスとタクシーの運転者の  

合同就職説明会を千葉市の幕張において、10 月と 2月に実施する予定です。そ 

して、バス事業、タクシーもですが、運転者が非常に応募が少ない。千葉県で 

説明会の予定はありますが、自治体でもそのような動きがあれば、地域におけ 

る、特に乗り合いバスは、地域で採用する方が引っ越してくることが多いです。 

そうした説明会を検討いただければ、協会でも様々な説明資料を出しておりま 

すので、また後援の名義についても、申請いただければ、ご支援の部分は後援 

という形でさせていただきます。匝瑳市で、今日の会議でも具体的な紹介がな 

かったのですが、今年度に何か就職説明会の動きがあるかどうかお伺いしたい。

 事 務 局 ・　昨年度に実施しまして、バス事業者さんだけですが、京成バスさんとジェイ

アールバスさんが来ていただいて、来場された方は 1名でした。今年度は、開

催方法を再検討して、実施したいと思っています。商工部門でも同じような合

同就職説明会をやっていますので、同じ会場で同日開催とか、他市町と就職説

明会を合同でやるか、そういった検討をして、実施したいと思っています。

 委 員 ・　バス運転手だけではなく、色々な業種で、確か前回は匝瑳警察署の方でも千

葉県警が定員割れしているとか、他にも飲食店、旅館なども働き手がかなり不

足していると聞いています。決してバスだけが人が少ないというわけではなく

て、あらゆる業種で少ないと思います。それで、事業者として、今後の労働力

で、外国人の方を雇えるかというと、かなりハードルが高いです。それで、そ

の方達が日本で普通に生活できるような基盤がないと、こちらも採用ができな

いなと、日本での生活様式だったり、法律だったりとか、そういったものまで

教えられるほど、事業者は体力がないので。例えば自治体さん等がそういう外

国人労働力に、色々なルール、この業種に就職されるということで、そういっ

た日本で生活できるような基盤作りをしていただいた中で、そこから採用して

いく方が、事業者は仕事を教えるだけで済むので、そういうことが今後必要に

なってくるのかなと思います。中長期的な課題になるかと思うのですが、おそ

らく、今バスの乗務員募集のイベント等をやったとしても、先ほどおっしゃっ

たように一人しか来ないとか、ほとんど採用できていないと思います。やり方

を変えなければいけないのかなと思いました。

 委 員 ・　先ほどから運転手不足って話が出ていますけど、やっぱり全体的に運転手は 

いないです。他の業種もそうですけど。今、特に運転手より整備士が特に入っ 

てこないと、バスの整備士もそうですけど、一般のディーラーでも整備士が少 

ないといわれていますので、今は外国人の方がほとんどです。整備士も、グル 

ープ会社で外国人が入っていまして、やっぱり言葉の問題とか、先ほど話して 

おりました問題がやっぱり結構あるらしいので、そういう関係も課題になって 

くると思います。今後皆さんに整備士に関して、人が足らないことを認識して 

いただきたいなと思います。
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 会 長 ・　その他、皆様から御意見、御質問等がございましたら、お願いいたします。

それでは、御意見、御質問等がないようでしたら、質疑を打ち切らせていただ

きます。以上で、全ての議事が終了いたしました。お疲れ様でした。


